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学』早坂泰次郎訳 誠信書房 1963 p.77
vi 同上
viiフロレンス･ナイチンゲール 『看護覚え書』湯槙ます他訳 現代社 1968 p.217
vii川田誉音他編集 『改訂 社会福祉援助技術演習』㈱みらい 2002 p.152
ix早坂は臨床的ということについて次のように指摘する.｢臨床的と訳されてきたclinicalという
言葉はもともとベッドを意味するギリシャ語に由来するのですが､-略-それは全人格を投入して
病室という場に患者と 『ともにいる』ことなのでした｡-略- 『臨床心理学』という言葉もありま
すが､この場合の臨床もやはり『治療的』の意味が圧倒的です｡-略-むしろ一人の人のために自
己自身を投入し､その人と全人格を傾けて『ともにいる』態度という意味なのです｡｣(日野原 1988
p.51)こうしたことを踏まえ早坂は｢『臨床(的)』という語を用いる場合､医療業務の遂行の社会的場
として教育､産業､行政等々の場と区別される場としての臨床(的)と､一人の人のために自己の人
格を投入する態度としての臨床的ありようについての相違が明確になっていなければならない｣(同
上 p.52)と述べる｡
Ⅹ米村 2006 p.28
xi早坂泰次郎1979 p.115
xiM.リッチモンド『ソーシャル･ケース･ワークとは何か』(小松源助訳 中央法規 1991)他を参
照されたい｡
Xii足立他 1996 p.65
xiv同上
XV同上
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